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地名の由来　大月市の地名　井上　豊

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

六
【
動
物
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
地
名
】

　
　
　
　
　
　
　
続
き
…

 

猿
と
鹿
、
そ
れ
に
猪
と

熊
が
今
人
家
の
周
辺
に
出

没
し
て
農
作
物
に
被
害
を

加
え
た
り
、
人
に
も
危
害

を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
獣
た
ち
に
と
っ
て

か
っ
て
の
里
山
と
の
境
界

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
人
間
に
よ

る
奥
山
の
開
発
と
無
理
な

植
樹
の
結
果
と
い
え
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
山
の
生

態
系
が
変
化
し
、
以
前
に

は
か
な
り
生
息
し
て
い
て

見
る
こ
と
の
で
き
た
狐
が

今
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
地
名
に
は
登
場

し
て
い
な
い
が
、
山
兎
は

こ
の
周
辺
の
野
山
に
は
か

な
り
い
た
が
、
現
在
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
動
物
で
あ
る
。

七
【
イ
ロ
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
地
名
】

　
古
代
人
の
色
彩
感
覚
を

地
名
か
ら
考
え
て
み
た
。

も
と
よ
り
少
数
の
事
例
で

一
面
的
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
の
考
察
で
あ
る
。

　
イ
）
ク
ロ
・
・
黒
畑

（
初
狩
）
・
ク
ロ
岩
（
畑

倉
）
・
武
黒
木
（
奈
良

子
）
・
ム
ク
ロ
沢
（
藤

崎
）
・
武
黒
沢
（
朝
日
小

沢
）
・
黒
柏
・
日
向
黒
柏

（
朝
日
小
沢
）
・
暮
暗

（
猿
橋
）

　
ロ
）
シ
ロ
・
・
白
野
川

向
（
笹
子
）
・
真
白
沢
・

白
野
沢
（
鳥
沢
）
・
白

山
・
白
久
保
（
宮
谷
）
・

白
金
（
綱
ノ
上
）

　
ハ
）
ア
カ
・
・
赤
羽
根

（
笹
子
）
・
赤
沢
（
初

狩
）
・
赤
沢
入
（
藤
崎
）

　
ニ
）
チ
ャ
）
チ
ャ
堂

（
畑
倉
）
・
茶
畑
（
小

沢
）

　
ホ
）
キ
イ
・
・
黄
楽
窪

（
大
月
）

　
ヘ
）
ア
オ
・
・
青
木
原

（
真
木
）
・

　
ト
）
ム
ラ
サ
キ
・
・
日

影
紫
（
小
沢
）

黒
色
と
白
に
対
す
る
印
象

が
強
く
、
他
の
色
は
極
め

て
少
な
い
。
そ
の
中
で
赤

の
強
烈
な
刺
激
色
も
焼
き

付
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

八
【
　
ド
、
ト
再
考
　
】

　
Ｎ
Ｏ
・
一
〇
で
取
り
上

げ
た
が
、
こ
こ
で
は
も
う

少
し
突
っ
込
ん
で
み
よ
う

と
思
う
。
沢
ノ
合
流
点
が

ド
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に

納
得
ず
み
で
あ
る
。
私
が

子
ど
も
の
こ
ろ
、
ま
だ
水

道
も
な
く
裏
の
峯
山
の
沢

か
ら
竹
の
節
を
ぬ
い
た
樋

で
水
を
引
い
て
大
き
な
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
水
槽
に
い

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
飲
み

水
や
風
呂
お
け
に
バ
ケ
ツ

で
運
ん
だ
も
の
だ
っ
た
が
、

そ
の
貯
水
槽
の
あ
っ
た
場

所
を
カ
ワ
ド
と
呼
ん
で
い

た
。
今
漢
字
を
あ
て
る
と

す
れ
ば
「
川
処
」
で
あ
ろ

う
。

　
竹
は
孟
宗
竹
で
、
隣
村

の
竹
林
か
ら
伐
っ
て
か
つ

い
で
き
た
も
の
で
、
そ
の

節
抜
き
が
ま
た
豪
快
で
見

事
だ
っ
た
。
絹
織
物
業
が

盛
ん
な
こ
ろ
で
、
織
機
の

廃
材
か
ら
の
鉄
の
棒
が
手

近
に
あ
り
、
そ
れ
を
竹
ざ

お
の
先
に
入
れ
て
立
て
て

ド
ス
ン
と
石
の
上
に
打
ち

つ
け
た
。
そ
の
節
抜
き
の

音
が
谷
底
に
こ
だ
ま
し
た

こ
と
を
今
も
耳
に
覚
え
て

い
る
。
村
全
体
で
山
の
沢

水
を
よ
ぶ
工
夫
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

水
は
今
も
そ
う
で
あ
る
が
、

昔
は
と
く
に
生
活
や
生
業

に
と
っ
て
強
力
な
要
因
と

な
っ
て
い
た
。

　
さ
て
、
こ
の
カ
ワ
ド
の

ド
で
あ
る
が
、
市
内
に
は

こ
の
ド
の
つ
く
地
名
が
数

多
く
あ
る
。
そ
の
漢
字
表

記
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
イ
）
戸
↓
ド
・
・
・

二
二

石
神
戸
下
・
石
神
戸
上
・

六
郎
海
戸
（
笹
子
）
・
三

敷
戸
（
初
狩
）
・
神
戸

北
・
神
戸
南
・
下
川
戸

（
花
咲
）
・
木
戸
狩
（
畑

倉
）
・
西
海
戸
・
カ
ン
バ

戸
向
（
淺
川
）
・
井
戸

地
・
井
戸
地
向
（
瀬

戸
）
・
運
庭
戸
（
藤

崎
）
・
そ
っ
た
戸
・
下
川

戸
・
上
川
戸
・
添
川
戸

（
宮
谷
）
・
宮
替
戸
（
塩

瀬
）
・
呼
ワ
戸
（
新

倉
）
・
芹
ケ
井
戸
・
神
ケ

井
戸
・
大
ケ
井
戸
（
鳥

沢
）
・
井
戸
入
（
塩
瀬
）

　
ロ
）
土
↓
ド
・
・
・
六

沢
王
土
（
淺
川
）
・
小
茂

土
・
久
見
土
（
藤
崎
）
・

西
井
戸
下
・
東
井
戸
下
・

新
土
狩
（
殿
上
）

　
ハ
）
渡
↓
ド
・
・
又
波

渡
（
ま
た
は
ど
）
（
小

篠
）
・
・
・
一

　
ニ
）
所
↓
ド
・
・
茅
所

（
か
や
ど
）
（
初
狩
）
…

一　
ホ
）
頭
↓
ド
・
・
沢
頭

（
さ
わ
ん
ど
）
（
真

木
）
・
一

　
ヘ
）
ク
ド
・
く
く
ど

（
下
和
田
）
・
サ
ワ
ト

（
林
）
・
・
・
こ
れ
ら
も

川
の
合
流
点
に
か
か
わ
り

が
あ
る
地
名
か
も
し
れ
な

い
。

　
沢
の
合
流
点
を
ド
と
考

え
る
と
、
「
場
」
や

「
所
」
そ
し
て
「
渡
」
は

何
と
か
納
得
さ
れ
る
が
、

「
頭
」
は
不
可
解
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
水
流
の
合
流
点

を
そ
の
頭
「
カ
シ
ラ
」
と

考
え
れ
ば
理
解
で
き
な
い

で
も
な
い
。

　
②
戸
を
「
ト
」
と
記
録

し
て
い
る
地
名

漢
和
辞
典
に
よ
る
「
戸
」

は
、
と
び
ら
、
片
開
き
の

ト
、
家
の
出
入
口
「
戸

口
」
と
あ
る
。

　
新
戸
（
笹
子
）
・
西
輪

外
戸
・
外
ガ
イ
ト
（
初

狩
）
・
背
戸
（
真
木
）
・

遅
能
戸
・
遅
能
戸
道
下

（
奥
山
）
・
カ
ン
バ
戸
向

（
淺
川
）
・
セ
ト
む
か
い

（
葛
野
）
・
北
海
戸
・
下

瀬
戸
（
瀬
戸
）
・
川
能
戸

道
下
・
川
能
戸
道
上
（
殿

上
）
・
戸
化
・
瀬
戸
（
小

沢
）
・
中
飼
戸
（
宮

谷
）
・
水
ア
ビ
ト
（
塩

瀬
）
・
ク
ノ
ウ
ト
（
新

倉
）

　
た
だ
し
こ
の
中
に
は
、

初
狩
の
「
西
輪
外
戸
」
、

瀬
戸
の
「
北
海
戸
」
な
ど
、

Ｎ
Ｏ
・
一
六
で
取
り
上
げ

た
「
垣
内
」
（
カ
イ
ト
）

の
部
類
に
入
る
も
の
も
含

ま
れ
て
い
る
。

九
【
　
サ
　
ワ
　
ト
　
】

　
七
保
町
林
、
奈
良
子
川

が
ゆ
る
や
か
に
蛇
行
す
る

山
際
に
薬
師
堂
が
建
っ
て

い
る
。
今
は
本
寺
も
な
く

寺
住
も
い
な
い
が
、
こ
こ

に
は
市
内
に
唯
一
の
仁
王

門
が
存
在
す
る
。
昔
は
眼

に
霊
験
が
あ
り
賑
わ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
す

ぐ
そ
ば
に
薬
師
橋
が
あ
り
、

林
の
地
番
は
こ
こ
か
ら
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
沢
戸
橋

は
少
し
下
流
に
あ
る
。
こ

の
一
帯
が
サ
ワ
ト
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
奈
良
子
川
と

用
沢
川
の
合
流
地
点
で
あ

る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。

一
〇
【
　
サ
ス
ビ
ラ
　
】

　
浅
利
地
区
に
サ
ス
ビ
ラ

と
い
う
地
名
が
あ
る
。
サ

ス
に
つ
い
て
は
す
で
に
№

一
一
で
取
り
上
げ
た
よ
う

に
、
古
代
に
お
け
る
焼
畑

の
農
業
形
態
で
あ
る
が
、

注
意
し
た
い
の
は
ヒ
ラ
で

あ
る
。
ふ
つ
う
「
平
が
当

て
ら
れ
平
坦
地
の
タ
イ
ラ

が
考
え
ら
れ
る
が
、
タ
イ

ラ
と
ヒ
ラ
は
違
う
と
い
う
。

語
源
辞
典
に
よ
れ
ば
ヒ
ラ

は
、
坂
、
傾
斜
地
、
崖
の

意
を
も
つ
と
い
う
。
し
た

が
っ
て
傾
斜
地
の
サ
ス
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
「
平
」
の
文
字
が

ど
の
よ
う
に
地
名
に
使
わ

れ
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。

　
イ
）
タ
イ
ラ
・
・
・
向

平
・
扇
平
・
原
平
・
上
平

（
笹
子
）
・
原
平
（
初

狩
）
・
上
平
（
花
咲
）
・

堰
平
・
上
平
・
扇
平
・
小

佐
野
宮
平
・
原
平
・
大

平
・
松
の
木
平
（
真

武黒木

井戸地

サワト
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木
）
・
奥
平
（
奥
山
）
上
平

（
畑
倉
）
・
上
平
（
強

瀬
）
・
寺
平
・
中
平
・
市
ば

く
平
・
大
平
（
駒
宮
）
・
柿

木
平
（
淺
川
）
・
沖
平
（
葛

野
）
・
上
平
・
吉
平
・
竹
平

（
瀬
戸
）
・
栗
ケ
平
（
藤

崎
）
・
東
平
・
西
平
・
中

平
・
上
平
（
宮
谷
）
・
下

平
・
大
平
・
西
下
平
（
塩

瀬
）
・
天
王
平
（
下
和

田
）
・
奈
良
子
平
・
菅
平

（
奈
良
子
）
・
・
・
三
六

 

ロ
）
ヒ
ラ
・
・
・
さ
す
平

（
花
咲
）
・
サ
ス
ビ
ラ
（
浅

利
）
・
平
栗
（
畑
倉
）
・
平

栗
（
宮
谷
）
・
栃
平
（
瀬

戸
）
・
・
・
五

 

ハ
）
ヘ
イ
・
・
・
大
平

（
初
狩
）
・
・
・
一

 

タ
イ
ラ
は
平
坦
地
、
ヒ
ラ

は
傾
斜
地
と
お
お
よ
そ
の
地

形
は
想
像
さ
れ
る
が
、
タ
イ

ヘ
イ
（
大
平
）
は
難
し
さ
が

残
る
。

十
一
【
　
ム
ク
ロ
ギ
　
】

　
奈
良
子
に
武
黒
木
と
い
う

地
名
が
あ
る
。
辞
典
を
見
る

と
、
ム
ク
ロ
ジ
（
無
患
子
）

科
の
落
葉
高
木
で
、
実
は
羽

根
つ
き
の
羽
根
の
玉
を
作
る

と
い
う
。
こ
の
ム
ク
ロ
が
も

と
に
な
っ
て
武
黒
木
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
昭
和
の

初
め
頃
ま
で
奈
良
子
に
は
、

武
黒
（
タ
ケ
ク
ロ
）
と
い
う

名
字
の
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ム
ク
ロ
が
武
黒
に
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

十
二
【
　
セ
　
ン
　
ヅ
　
】

　
小
沢
に
千
手
と
い
う
地
名

が
あ
る
。
文
字
か
ら
考
え
ら

れ
る
の
は
、
か
っ
て
こ
の
地

の
ど
こ
か
に
千
手
観
音
の
像

が
ま
つ
ら
れ
て
い
た
お
堂
が

あ
っ
て
そ
れ
が
地
名
と
し
て

残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在

小
沢
の
長
応
寺
は
本
尊
が
千

手
観
音
で
あ
る
。
あ
る
い
は

昔
こ
の
セ
ン
ズ
の
地
に
長
応

寺
が
あ
っ
て
、
い
つ
の
時
に

か
今
の
地
に
移
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

十
三
【
　
ヤ
マ
ダ
ワ
　
】

　
初
狩
に
山
田
和
と
い
う
地

名
が
あ
る
。
タ
ワ
、
タ
オ
、

ト
ウ
は
峠
を
意
味
す
る
古
語

で
あ
る
と
い
う
。
地
名
辞
典

に
は
日
本
書
紀
の
垂
仁
天
皇

の
項
に
「
山
の
多
和
・
・
」

と
あ
り
、
万
葉
集
に
も
こ
の

言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
市
内
で
は
こ
の
一
例
だ

け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
初
狩

に
は
「
多
和
田
」
と
い
う
名

字
が
残
っ
て
い
る
。

十
四
【
　
タ
　
ケ
　
】

　
Ｎ
Ｏ
・
四
二
で
取
り
上
げ

た
タ
ケ
ノ
ハ
ナ
以
外
の
竹
の

地
名
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

竹
は
か
な
り
昔
か
ら
、
ザ
ル

や
カ
ゴ
な
ど
に
細
工
さ
れ
て

有
効
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
タ
ケ
ノ
コ
は
食
用
に
供

さ
れ
て
き
た
。
地
域
に
は

所
々
に
竹
林
が
保
護
さ
れ
て

い
る
。

唐
竹
（
真
木
）
・
竹
ノ
上

（
畑
倉
）
・
矢
竹
（
奈
良

子
）
・
竹
平
・
竹
ノ
沢
（
瀬

戸
）
・
大
竹
（
殿
上
）
・
竹

ノ
下
・
竹
ノ
沢
（
小
沢
）
・

竹
ノ
入
（
鳥
沢
）
・
・
・
九

十
五
【
　
イ
　
】
・
・
・
井

　
イ
）
大
井
（
初
狩
）
・
沢

井
沢
（
大
月
）
・
鳥
井
沢
向

（
奈
良
子
）
・
今
井
（
朝
日

小
沢
）

　
ロ
）
井
山
川
原
・
上
井

山
・
下
井
山
（
畑
倉
）
・
井

丸
（
猿
橋
）
・
井
窪
・
井
丸

（
朝
日
小
沢
）

　
ハ
）
下
井
尻
・
上
井
尻
田

（
下
和
田
）

　
ニ
）
井
戸
地
・
井
戸
地
向

（
瀬
戸
）
・
西
井
戸
下
・
東

井
戸
下
（
殿
上
）
・
井
戸
入

（
塩
瀬
）
・
東
外
井
戸
・
芹

ケ
井
戸
・
大
ケ
井
戸
・
神
ケ

井
戸
（
鳥
沢
）

　
泉
や
流
れ
か
ら
水
を
く
み

取
る
所
が
井
で
、
地
下
の
穴

か
ら
水
を
く
み
上
げ
る
所
が

井
戸
で
あ
る
。
井
げ
た
は
井

戸
の
象
形
で
あ
る
。
よ
く
分

か
ら
な
い
の
が
畑
倉
の
「
井

山
」
で
あ
る
。
地
形
は
前
を

流
れ
る
葛
野
川
ぞ
い
で
、
畑

倉
の
原
の
断
崖
を
背
に
し
た

平
地
で
あ
る
。
山
の
イ
メ
ー

ジ
が
そ
ぐ
わ
な
い
地
形
で
あ

る
。
そ
こ
に
あ
る
寺
院
に
は
、

む
か
し
井
戸
が
あ
っ
た
の
で

「
井
」
は
分
か
る
が
「
山
」

が
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
地

名
辞
典
を
見
る
と
、
イ
）
の

ぼ
る
山
　
の
他
に
ロ
）
山
林
、

山
野
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
で
な
ん
と
か
納
得
で
き

た
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
五
年
二

月
二
七
日
の
山
日
新
聞
の

「
古
代
史
の
窓
」
で
県
立
博

物
館
館
長
の
平
川
南
さ
ん
が
、

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
に

「
井
」
の
文
字
に
似
た
記
号

の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
護
身
の
呪
文

（
じ
ゅ
も
ん
）
を
記
号
化
し

た
も
の
と
い
う
見
解
を
発
表

し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
見

地
か
ら
の
地
名
の
検
討
も
必

要
に
な
っ
て
き
そ
う
で
あ
る
。

　十
六
【
　
マ
　
ル
　
】

　
Ｎ
Ｏ
・
三
五
で
取
り
上
げ

た
が
、
少
し
整
理
し
て
み
た

も
の
で
あ
る
。
マ
ル
の
語
源

は
分
か
ら
な
い
と
い
う
。
そ

れ
で
も
何
と
な
く
円
形
の
地

形
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
。

　
イ
）
中
丸
（
大
月
）
・
中

丸
（
真
木
）
・
中
丸
（
畑

倉
）
・
仲
丸
（
新
倉
）

　
ロ
）
井
丸
（
猿
橋
）
・
井

丸
（
朝
日
小
沢
）

　
ハ
）
ト
ヤ
ノ
丸
（
真

木
）
・
下
丸
田
・
奥
丸
田

（
初
狩
）

　
ト
ヤ
ノ
丸
の
ト
ヤ
は
山
中

で
鳥
を
と
る
た
め
の
小
屋
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
名
が

形
作
ら
れ
固
定
す
る
ま
で
に

は
長
い
年
月
を
へ
た
こ
と
を

知
る
。

　
　
　
九
月
号
へ
つ
づ
く
…

吉平

千手

上井山

竹の上
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